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設立 38 年を迎え、日本アーキテクチュラル・レンダラーズ協会の作品展『JARA2018』（建築パース 2018 展）

を例年通り開催できる運びとなりました。今回は東京、大阪、名古屋の順にて巡回展示いたします。

これも長年にわたり JARA の作品展を文化事業としてご理解くださり、ご支援いただいている協賛法人・企業

の皆様のおかげと思っております。心より御礼申し上げます。また、図録・広報誌作成においてご寄稿をくださっ

た皆様にも深く感謝申し上げます。

今回は例年通りの会員作品・海外団体作品に加え、特別企画として近年私たち職能において頻繁に要求される「に

ぎわいの表現」をピックアップし、展示をすることにいたしました。単に建築を描くだけでなく、その情景に関

わる人々の様子などを表現することの重要性を、より強く求められるケースが増えてまいりました。この職能の

担い手達が、どのようにその要求に応えているのかの一端を見ていただければと思います。

昨年 12 月、当協会の会長職を設立時より務めていただきました、光藤俊夫氏がお亡くなりになりました。氏は

竹中工務店にて設計のお仕事に就かれ、その在職時代に JARA の設立に大きな力となっていただきました。そ

の後協会の活動を通じて、私たち職能者の道筋を幾度も示していただいたことには、ただただ感謝するばかりで

す。この場を借りましてご報告いたしますと共に、簡単ではありますが光藤氏の協会における活動の足跡を展示

させていただきます。

ご来場の皆様方には心より感謝申し上げます。ご高覧ご講評いただければ幸いに思います。

ごあいさつ

宮崎岳彦

日本アーキテクチュラル・レンダラーズ協会 理事長

PERSPECTIVE02PERSPECTIVE 01



PERSPECTIVE04PERSPECTIVE 03

Outline

JARA2018
The Exhibition of Architectural Visualization

- 建築パース 2018 展 -

発足以来3 8年間続いている建築ヴィジュアライゼーションの作品展。

JA R A会員作品を中心に、海外の建築イラストレーション団体の作品も含め約8 0点を展示。

建築パースの他、映像作品、図録も有り。

株式会社アルモ設計

株式会社カワチ

清水建設株式会社

大成建設株式会社

大日本印刷株式会社

株式会社竹中工務店

株式会社To o

株式会社日本HP

一般社団法人  日本パーステック協会

ロンシール工業株式会社

協賛

建築模型材料

HPワークステーションZシリーズ

パース検定・パース教育

大阪展
開館時間　10：00 - 18：00
初日は13：00から／最終日は16：00まで

大阪デザイン振興プラザ（デザインショーケース）
大阪市住之江区南港北2-1-10 ATCビルITM棟10F  
TEL.06-6615-5510
ニュートラム「トレードセンター前駅」 直結

2018.9.7 金 火9.11

2018.9.24 月 木10.4
名古屋展
開館時間　火・水・木・金／10：00 - 18：00　
土・日・祝／10:00 - 17:00
休館日　　9 / 25 ・ 10 / 1

名古屋都市センター11階　まちづくり広場
名古屋市中区金山町1-1-1 金山南ビル  
TEL.052-678-2200
「金山駅」 南口すぐ

2018.8.25 土 土9.1
東京展
開館時間　11：00 - 19：00
初日は13：00から／最終日は17：00まで

建築会館ギャラリー
東京都港区芝5-26-20  TEL.03-3456-2016
ＪＲ「田町駅」西口・ 都営地下鉄「三田駅」 から徒歩３分
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光藤会長（1981 年第 2回 JARA 総会にて）

光藤会長と坂井田氏
（2012 年作品展会場にて）

坂井田優実
JARA 前理事長　
エルファ・アーキィテクト
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レ ン ダ ラ ー ズ コ ラ ム

作品 1

作品 2

光藤俊夫会長を偲んで
日本アーキテクチュラル・レンダラーズ協会 （ JARA）の発足時より会長職を務めていただきました、
光藤俊夫氏が昨年 12 月 4 日に他界されました。ほぼ 38 年の永きに渡り会の為に尽力くださり、多く
の会員への道しるべを示してくださったことに、心から感謝申し上げたいと思います。1980 年 7 月の
設立総会にオブザーバーとして出席させていただいた私ではありますが、当時から設立 7 年近くを経
るまでのことはあまりよく存じておりません。ここでは、JARA 設立時に初代理事長を務めていただき
ました福永文昭氏、前理事長の坂井田優実氏に設立当時の思い出、光藤会長への想いをご寄稿いただ
きました。　　　　　　　　

1930 年 大阪に生まれる。
1950 年 大阪工業大学専門学院建築学科卒業。
1953 年 京都市立美術大学美術学部西洋画科卒業。
　　  同年、竹中工務店に入社。
1986 年 同社退社。光藤建築研究室。昭和女子大学大学院教授。
2005 年 同大学院名誉教授。
2017 年１２月 帰天  洗礼名 アントニオ光藤俊夫

椅子劇場―家具未来形 　　
明治・大正建築覚え書
椅子の世界
デザイナーのための家相読本
デザイナーのためのプレゼンテーションテクニック
インテリア演出論
インテリア構成術
住宅の家具 ( 建築技術選書 21)
絵とき日本人の住まい    　　他多数

光藤会長
(1990 年 10 周年記念事業にて )　

光藤俊夫

著書

福永文昭
JARA 初代理事長     
元日建設計東京事務所パース担当

フクナガレンダリング主宰

光藤会長スケッチ　「新宿副都心」 光藤会長スケッチ　「大阪歌舞伎座」

光藤会長パース作品
銀座・小松ストア（1956）
「透視図のテクニック」（彰国社　1959 年　高田秀三・西川驍・金春国雄　編著）より

最後に、 JARA 発足 2 年目の 1981 年に開催された作品展

『PERSPECTIVE’ 81』開催時に、光藤会長が寄せた文の抜粋

を載せさせていただきます。

協会名称について

設立時（1980 年）の名称は現在と同じく「日本アーキテクチュラル・レン

ダラーズ協会」として発足しましたが、英語表記として「Architectural 

Renderers」としており、略称として「AR 協会」、「A&R 協会」などと呼んで

いました。

翌年１９８１年、協会正式ロゴマークが作られ、その際英語表記を「Japan 

Architectural Renderers Association」と正式に決定されました。以降協会略

称を「JARA」と呼ぶようになりました。

私が日建設計東京に入社したころ

は、東京タワーの設計で毎日鉄骨の

図面ばかり画かされていた時でし

た。構造図の鉄骨を見るのが嫌で、

上司に「パースを描きたい」と言っ

たところ即 OK が出て、その日から

パース屋となりました。レンダラー

ズ協会が発足をしたころの話しで

す。当時パースを描く名人と言われ

る人は、竹中工務店の光藤俊夫さん

と、清水建設の高須賀晋さんくらい

なもので、建築設計事務所にはパー

スの上手い人はほとんどいませんでした。その頃高須賀さんが

パース専門の事務所 TANA( 後に「ドーム」と名称変更 ) を設

立し、日建設計大阪から刈谷拓爾氏が入社、私も慌てて入社さ

せてもらいました。当時のパースの制作の価格は初任給が相場

と言う時代でした。出版社グラフィック社のバックアップで設

立した、レンダラーズ協会がよちよち歩きで歩み始めたころで

す。

銀座の小松ストアやテアトル東京（映画館）のパースで、名を

轟かせていた光藤氏にレンダラーズ協会会長として就いていた

だくことに決まり、協会事務局の小西氏と共に竹中工務店東京

を訪ねましたが、当初は光藤氏のパースの副業に繋がるとのこ

とで、許可が得られず苦労しました。その後、話は進展しまし

たが、今にして思えば光藤さんに会長になっていただき、本当

に良かったと思います。ありがとうございました。お疲れ様で

した。

在りし日の面影を偲びて　　

光藤俊夫会長におかれまして

は、１９８０年の創設期より

２０１７年１２月までのおよ

そ３8 年の長きにわたり、協

会のため多大なご貢献をいた

だきました。ここに心からの

感謝と尊敬の念を以って謝意

を表する次第です。光藤会長

( 以下「会長」と記 ) は、竹

中工務店設計部にて設計の傍

ら、パースの先駆的な存在と

しても高名な方でありまし

た。縁あってＪＡＲＡ会長と

してお招きしたことで会員の

士気が高まり、延いては我が

国のパースのクオリティが世

界トップレベルとなりました

ことは周知のとおりです。

私は１９８３年に入会し翌期

のイベントで初めてお目に掛ったように記憶しておりま

す。当時、竹中工務店の大きなプロジェクトを率いてお

られた会長は、若々しくも威風堂々として近寄り難い印

象でしたが、一旦ご登壇なされば誰をも魅了してしまう

お話とユーモアのセンスには感銘を受けました。

協会は、会長夫人の故光藤タカ子様 ( 園芸家・著書にグリー

ンインテリア LESSON、育てて食べるハーブ、他 ) にも一

方ならぬご尽力を賜りました。夫人は献身的で慈愛に満

ちたお人柄で、感謝に堪えない思い出が幾つもございま

す。更にはご令嬢の村岡マリ様におかれましても貴重な

お時間を割き、数多くのレセプション等には会長にご同

伴下さいましたこと厚くお礼申し上げます。

２５周年記念事業ＪＡＲＡ大賞『文化財建築を描く』、３

０周年記念事業ＪＡＲＡ大賞『美術館・博物館建築を描く』

では、協会の顧問的存在である半澤重信先生 ( 建築家・元

文化庁文化財保護部主任文化財調査官 ) とともに、日本を

代表する著名建築家の皆様方を招聘しコンペティション

の審査員を無償で引き受けていただくなど、会長と半澤

先生の信用なしにはあり得ない事業を実現させていただ

きました。

また半澤先生ご監修のもと、文化庁後援名義・門外不出

の文化財設計図書の借用 ( 但し「使用目的及び期日厳守」)

を受けられたことは協会の大きな誇りです。

総会、イベント、海外交流と、思い出は尽きません。会

長は常に会員の皆に暖かく接してくださいました。女性

初の理事長就任とのことで励ましのお便りをいただいた

ときには勿体なさのあまり涙したことも。

在りし日の面影・・

会長が夫人を伴っておられる時はいつも、それはそれは

晴れやかな笑顔でした。今、きっと御夫妻で天国から仲

睦まじく協会を見守っていて下さると思うと幸せな気持

ちになります。

ＪＡＲＡはこれからも世代を担う若い仲間を迎え入れ、皆で力

を合わせて歴史を紡いでまいります。

会長、ご家族の皆様、ご恩はいつまでも忘れません。本当に本

当に有難うございました。　　

「建築の心」の展開

・・・・パースペクティブは、このような展覧会のために

にあるものではありません。その本来の目的はあくまで建

築主との間での、円滑なコミュニケーションの中にありま

す。しかし、それはやがて誰もが享受し得る社会環境形成

の上で、多くの人たちの認識と共感の上に立つものとなら

なければなりません。その意味では、時にそれらの作品が、

そしてその作品の内奥ひそむもの、すなわち「建築の心」

を広く紹介する、そんな新しい機会の誕生を喜ばないわけ

にはゆきません。

JARA 理事長：宮崎岳彦

福永文昭

坂井田優実



この話を頂き過去のレンダラーズトークを改めて読ませて

いただき、自分に皆さんのような為になるお話が出来るの

かと思いましたが、建築パースというものに出会い 20 年

目を迎える 2018 年、自分のパース半生 ( 丁度折り返し地

点でしょうか ) を振り返ることで、何か忘れていた気持ち

を思い出せるのではないかと今回このコラムを引き受けさ

せて頂きました。
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感覚
もの探訪」の影響が大きいと思います。しかし工学系の建

築学科を目指すも学力の問題で美術系の建築にシフトしま

す。これはフジテレビの昼ドラ「愛の天使」の影響です。

主人公は渡部篤郎・・・渡〇篤〇の影響力恐るべしですね。

パースというものに興味を持ったのは大学三年の時、設計

事務所（現職場）でアルバイトすることになり模型製作や

面積計算、カラートーンでの図面色付け（今の子は知らな

いかな？）などを経て CG パースを描くようになってから

です。学校の課題では模型はそこそこに CG ばかり描いて

講評に臨んでいました。当時は学生の所持金でも買えた

「Shade」を使用していましたが、事務所では代々パースは

「MALTS-CAD3D」というソフトを使って描いていたのでそ

ちらへ移行していきました。

授業で手描きのパースを描くこともありましたが、それ以

上に当時のレイトレーシングレンダリングであがってきた

画を如何にリアルに格好良く魅せるかを試行錯誤し

PhotoShop でのレタッチ作業に時間を費やした事が今の自

分の基礎になっていると思います。

レイトレーシングの素の画、ハードシャドウ用の画、ソフ

トシャドウ用の画、スカイライト用の画、タイル目地だけ

の画（文字だけだと分かり辛いですね ...）。これらを

PhotoShop で重ね合わせ全体のバランスを調整し画を仕上

げる。今考えるととても効率の悪い作業だと思いますが、

当時の環境ではこれしかなかったと思います。ソフトや

ハードの性能に恵まれ設定さえしっかり押さえていれば、

ある程度の画が出てくる時代（素晴らしい時代になりまし

たね）ですが、レタッチバリバリの時代があったからこそ、

光の当て方、影の落とし方、光と影の関係を理解し表現で

きる能力が身についたのだと思います。

当時は電車の外を眺めていると全ての建物がワイヤーフ

レームに見えていました。常に頭の中ではモデリングして

いたのでしょう。建物の軒裏を見ては影がどう落ちている

のか、ガラスはどう反射しているのか、透過しているのか。

もう病気ですね。

絶対音感ならぬ絶対モデリング感と言っていました。今で

もぼーっとしていると形状を見つめながらワイヤーフレー

ムになっていることはあります。

HIROKI IKEDA

PERSPECTIVE36

レ ン ダ ラ ー ズ コ ラ ム

池田  裕紀

まずはじめに

私の基となるもの

1 9 7 6 年埼玉県生れ
1 9 9 9 年　東京造形大学造形学部
　　　　   デザイン学科デザイン専攻
　　　　   Ⅱ類卒業
2 0 0 5 年　日建ハウジングシステム入社

私の中で何かが変わった一枚。

作品 1

作品 2

遡れば幼少期、父の膝の上で車の絵を毎日のように描いて

いたところから始まるのでしょうか。少し成長するとトレ

ぺの束を与えられひたすら色々な物をトレースして絵を描

いていました。立体を認識する感覚とモノを写し取る感覚

はこの時自然と身についていたのでしょう。更に当時 NEC

の PC-9800 シリーズが我が家にもありました。子供です

からゲーム位しか出来ませんでしたが PC に対する免疫は

出来上がっていたでしょう。改めて振り返ると確実にこれ

が私の基となっているのだと実感しました。また華道家

だった曽祖父の流れで PhotoShop での植栽の感覚が・・・

なんてことはありませんよね？

建築に興味を持ったのは父が毎週見ていた「渡辺篤史の建

ASAI の AIP26 で初入選したパースです。

元は雪の降る画ではなく、ピンク色の空の夕景でした（元画像を探したのですが見つけることが出来ませんでした。

スミマセン）2005 年業務のコンペで作成したものです。時間があれば通常の青空のパースとは別に印象に残る絵を

付け加えることにしています。特にコンペではクライアントに印象付ける事が重要ですから。描き終えたときに今

まで描いてきたものとは明らかに違った絵が描けたという感覚を今でも覚えています。皆さんもそういった一枚が

あるのではないでしょうか？これはその時の画を AIP 用にリメイクしたものです。

27 回、国際イラストレーションコンペ入選作品

元は業務で作成した世田谷区の景観協議用のパー

スで標識やガードレール、電柱などを正確に落と

し込み再現したものです。もちろん提出時は青空

のパースでした。それをコンテスト用にアレンジ

した作品です。ふつうの社宅をどう印象的な絵に

するかを考え雨の表現と挿し色の使い方に一工夫

してみました。

30 回、国際イラストレーションコンペ入選作品

他にパッシブデザインコンペ 2014 で特別賞を頂いた

際のメーンパースとして使用。

建築 CG パースコンテストで優秀賞を頂くなどコンペ

に多く絡んだ作品です。

この頃はいかにレタッチしないで仕上げるかを追求し

た時期で、この作品もバルコニー内の植栽と人は後か

ら配置しましたが、あとは全体の色味の調整くらいで

す。



私の作品を基に何か解説が出来れば良いのですが、難しい

事を考えずに構図やライティングを決定していく直感型な

ので、なかなか人に自分の作品の解説をするのが難しく、

苦手です。もちろん業務では最低限、設計者が何を表現し

たいのか。その先のクライアントが何を求めているのか。

どのような用途で使用するのか。最終的には誰が見るのか。

は意識します。

幸いなことに、今の環境ではそれさえ守れば自由にやらせ

てもらっています。逆にそれがきちんと守られ表現されて

いれば、評価される作品が生まれるという事だと思います。

自分の感覚を信じて 20 年描いてきましたが、そこには前

に述べた「私の基になるもの」が自信としてあるからこそ

だと改めて感じました。

私の過去の作品で 2013 年の JARA 展に出展した「GOLD」

という作品があります。今までの作品の中で一番多くの人

に評価していただいた作品だと思います。この頃はなんと

なく古めかしい感じのフィルターをかけてレトロな雰囲

気？みたいなものに嵌っていました。正直何故あの作品が、

あそこまで皆さんに評価していただいたのか今でも謎なの

で、逆に私から皆さんにこの作品の解説をしていただくと

私の勉強になるのでよろしくお願いします。

一昔前までは 3dsmax+Vray でフォトリアルな CG がメイ

ンストリーム、それが出来れば何とかなる時代でした。今

は PC のスペックも上がりソフトも多様化し様々な選択肢

が増えました。もうこの歳になると現状維持でいこうかと

思う時もありますが、根っからの新しもの好きには忙しい

時代になりました。ゲームエンジンを利用したリアルタイ

ムレンダリング、VR、BIM との共存、等々…。Lumion と

いうソフトがありますがバージョンが上がる度に性能が上

がっています。誰でも簡単に使えるソフトという事で、弊

社では設計者が使うツールとして Lumion を推奨していま

す。正直私が使っていてはいけないのですが、あの限られ

たフィルターや機能の中で色々な表現をすることに面白さ

を感じています。

Unity を使用した体験型の VR も現在進行していますが、
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それはまだまだ始めたばかりなので勉強しながら頑張って

います。

そして BIM との共存。私の中で今の悩みはこれです。弊社

では Revit を使ってプロジェクトを進行しています（新規

プロジェクトは 100% の BIM 率）。ほぼ全てのプロジェク

トでモデリングデータがあるという事になります。モデリ

ングの手間が省けていいね。という話になるのですが、ま

だ BIM に移行して間もないという事もありますがルールが

きちんと整備されていない。こちらに関係のない情報が多

すぎる。形状の修正が面倒…。などといった問題、何より

生みの苦しみが無いので、愛着が湧かない。これは直感型、

気持ちで画を描く私にとっては致命的です。今のこの流れ

の中で避けては通れないこの問題を解決しなければならな

いのが私の悩みです。
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レ ン ダ ラ ー ズ コ ラ ム

顔写真

「GOLD」

感覚

めまぐるしく変わる流れの中で

業務で描いたコンペ用のパースです。AIP28 で入選した

作品でもあり JARA 展にも出させて頂いた作品でものあ

ります。「GOLD」という作品名の通り、色もそうです

が黄金比に拘って描いた作品です。いつもは感覚で描

くのですが少し実験的に考えながら描いてみました。

reTH!NKING ARCHITECTURE COMPETITONS

海外のアイデアコンペで「#014 SAHARA ECO HOUSE」

に会社の同僚と出して入選した際のメーンパースを自

分用に構造物に汚しを入れたり添景を増やしたりと少

しカスタムしたものです。

CLT アイディアコンテスト 2017 で環境大臣賞を頂

いたメーンパースです。

アイディアコンテストなので特に敷地も指定されて

はいないのですが、コンセプト等から建物が活きそ

うな敷地を想定してパースを仕上げました。

過去三回行われている Lumion コンペの第二回の

Architect Technical Talent 賞を頂いた作品。

この時のお題は「未来の〇〇空間」で私たちは「未来

のお墓空間」という 90 秒の動画を作成しました。普

段プレゼン用の動画を作成するよりも、より強いメッ

セージ性のあるストーリーを考えるという事をこのコ

ンペに参加するようになってから意識するようになり

ました。

Lumion コンペ 2017 映像クリエーション賞作品。

カンボジアに実際にある施設内に建てる villa を考え

90 秒の動画で表現しました。

「地球ヴィラ」という壮大なテーマを 90 秒でどう表現

するかを考え、年々クオリティーの上がっている他の

作品とどのように差別化を図るか、Lumion というソ

フトの良さを活かしながらも Lumion ぽさを如何に無

くすかを色々実験しながら作成した作品でもありま

す。

※動画作品です。QRコードから動画にアクセスできます。 ※動画作品です。QRコードから動画にアクセスできます。
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～ i n s t a V R と 設 計 現 場 の 親 和 性 ～
『 今 旬 の V R に つ い て 』

『 制 作 の プ ロ セ ス 』

『温故知新』
手描き・2ＤＣＧを中心に様々なシーン
を表現

ＣＧから手描きまで様々な手法を駆使し
描くパース

レンダラーとしてのＢＩＭを使用した
パースのプロセス トークディスカッション

～業務における写真の使用について～～ BIM・ハイブリッド・手描き～

株式会社アマナ　プロデュース

株式会社 Too プロデュース

『制作の現場で役立つ著作権セミナー』『パースが出来るまでのプロセスの話』

こんなイ
ベント

やりまし
たこんなイ

ベント

やりまし
た JARA2017 東京展セミナーJARA2017 大阪展セミナー

JARA2017 東京展ギャラリートーク

宮崎岳彦 （アトリエ・アルム）
山崎信弘 （大成建設株式会社）

渡辺廣史 （渡辺廣史パースデザインオフィス） 坂井田優実 （有限会社エルファ・アーキィテクト）

村瀬正彦 （スマイロアーキテクツユニット） 渡辺廣史　坂井田優実　村瀬正彦 　
湯浅禎也（司会）

展示作品を中心に、様々なケースでのビジュアライゼーションのプロセスについて対談。
組織やフリーランスという立場の違い、対象の違いなどに触れながら、その過程を解説し理解を深めました。

「JARA bar（時に熱く、時にゆるく、時に酒を酌み交わしながら、語る）／第七夜」よりご覧ください。
  録画編集したものを JARA のWEB サイトにて一部公開しております。

「JARA cafe（セミナーやイベントの録画配信）／012～016」よりご覧ください。
  録画編集したものを JARA のWEB サイトにて一部公開しております。

佐々木孝行氏（株式会社アマナ）

合野　琢真氏（instaVR 株式会社　Director of Sales）

インターネットの普及により社会に公開されるあらゆる情報の著作権について全世界から監視される時代となった昨今。
社会的信頼向上のため、また自身の創作物の権利を守るためにも私達が業務で扱う様々な画像の権利を取り巻く現状やルー
ルについて紹介されました。

BIM データを利用したパース、3DCG と手描きのハイブリッドパース、そして手
描きパース、それぞれの制作プロセスを 3 人のレンダラーが三者三様に見せてく
れました。

手描き・2ＤＣＧを中心に様々なシーンを表現。竹中工務店
時代の設計者とのエピソードなど貴重なお話も多数。

手描き時代からのテクニックを CG にも活かすなど様々な
手法を紹介

BIM を取り巻く現状、学生達の BIM への意欲の強さと、
そこから見える今後の展望など。

BIM 化推進に伴い、今まで以上に VR の技術が活用されるシーンが増えてきた昨今、世界中で広く取り入れられている
instaVR がどのように活用され効果を出しているか、その事例について紹介。
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2 0 1 8 年度  J A R A 組織

理事会

理事長

事務局長

本部会計（関東支部会計兼任）

本部広報（関東支部広報兼任）

作品展担当

関東支部長／海外交流委員

中部支部長（中部支部広報兼任）

中部支部会計

関西支部長

関西支部会計

関西支部広報

監事（20 1 8 年度 )

広報委員会

委員長

WE B 委員

図録広報誌編集委員

デザイン印刷担当

作品展リリース担当

リーフレット等担当

J A R A 2 0 1 8 実行委員会

実行委員長

副委員長

アドバイザー

事務局／協賛担当

会計（東京展兼任）

作品データ管理

特別企画コーナー

映像コーナー

他委員（東京展兼任）

東京展実行委員長

他委員

名古屋展実行委員長

他委員

大阪展実行委員長

他委員

学生向け企画実行委員会

担当

山崎信宏

湯浅禎也

宮崎岳彦・上野真理

山田淳一郎・小西恵一

長谷川繁幸

中村泰剛

山崎信宏

西川修・中村泰剛

雨宮正明・舟越美紗

清水太郎

雨宮正明・黒田克史・舟越美紗

尾箸恵美・應家晶・西川哲矢

村瀬正彦

坂井田優実・金田奈美・後藤亮

中村泰剛

西川修・浅田能男・根来祐史

渡辺廣史・広畑直子

浅古陽介・宮崎岳彦・浅田能男

宮崎岳彦

山田淳一郎

長谷川繁幸

上野真理

山﨑信宏

渡辺健児

村瀬正彦

後藤亮

湯浅禎也

浅田能男

根来祐史

藤本正敏・渡辺廣史

上野真理

西川哲矢・黒田克史・長谷川繁幸

上野真理・都丸悠介・黒田克史

滝口優一

西口浩英・長谷川繁幸・滝口優一

應家晶・都丸悠介

編集後記

入 会 案 内
JARAでは随時会員を募集しております。JARA会員はパースペクティ

ブの概念を元に建築・土木・環境空間を描き表現する職能者で構成され、

個人では為し得ない社会活動、情報交換活動を促進するため全国の会

員で組織し、事業を展開しております。CG 制作者、手描き制作者、そ

れらをディレクションする方など、本職能の発展に積極的な方の参加

をお待ち申し上げます。 

■ 正会員資格

業務または業務の一部で「建築および空間の視覚化」を職能としている

個人（会社員、フリーランス問わず）とし、制作ディレクション業務も

含みます。正会員は本会の主構成員として事業や活動に参加し、役員

の選挙権と被選挙権を有します。入会に際しては作品 5 点の提出をい

ただき理事会の承認を要します。

※「建築および空間の視覚化」とは、建築・インテリア・ランドスケープなど、それらの空

間もしくは環境をパース・動画を含む様々な手法を用いて視覚化することをさします。

■ 入会申込みは JARA のWEBサイトから

http : // www.jara-net.com

about JARA

今年の広報誌編集は全く戦力になれず、都丸さんや上野さ

んにご迷惑をかけながらの作業となりました。 来年度に向

けて時間の使い方から練り直さねばなりませんね。

編集作業はなかなか顔を合わせることのできない中部・関

西や新会員の皆さんと連絡を取り合う貴重な機会になって

います。このような役割を任されているおかげで展示会の

パーティーでお声がけ頂いたりとよいキッカケになってい

ます。普段の仕事とは異なる作業ばかりですが、有意義な

紙面になるよう努めていきたいです。（黒田）

こういう活動って何になるんだろうと考えました。「作品展

や委員会活動をすることで職能周辺の様々な理解が深ま

る。また文字媒体へ記録を残すことは建築文化への貢献に

つながる。」と別のPR媒体に書きましたが、まさに「図録広

報誌」は教科書にでもしてほしいと思っています。なお今回

は一部コーナーをお休みさせていただきました。本業をこ

なしながらの活動ですので、どうか温かい目でお願いいた

します。また超多忙な中、本誌にご協力いただいた皆様に

感謝いたします。（上野）

多くの紙媒体がWEBの電子媒体で代用できる昨今、情報共

有ならSNSで事足りてしまう時代に、年に一度の発行に合

わせて多大な手間を要し、一度発行されてしまうとアップ

デートも修正も効かない紙の図録広報誌で何を発信すれ

ば良いのか、と悩んだ今年。しかし今回昔の広報誌を読む

機会があり「後から修正できないという事は情報が変質せ

ず長く残るという価値かも」と思い直しました。この図録が

遠い将来に2018年のJARAを知る貴重な手掛りとなり得る

と思うと責任重大で緊張しますね。（都丸）

JARA 公式ホームページ　

http : // www.jara-net.com

WEBもたまに充実＿例えばコレ。


